






研究目的 

PKU の母の子が,流早死産,子宮内発育不全,先天奇形とくに心奇形,精神薄弱を高頻度に合

併することが知られ,その予防のためには,母体が妊娠中再び食事療法を行なう必要性のあ

ることが示唆された。われわれは知能正常で,30 才で始めて発見された PKU の母親の在胎

第 6 週より低フェニルアラニン食を開始し,40 週で SFD 児を分娩し,生後 10 日目に死亡し

た 1例を経験した。本例より得た知見を基にして,今後の PKU の母の妊婦管理法を研究する

。 


